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被曝者医療の国際協力 25年の軌跡
‒ ＨＩＣＡＲＥ 25周年記念誌 ‒

「ひばく」用語について
「被爆」、「被曝」および「被ばく」の用語について、本書の本文中では原則として以下のような使い分けを行った。

「被爆」：原子爆弾による被ばくを指す場合。

「被ばく」：上記以外の放射線被ばくの場合、また原子爆弾による被ばくを含めた広い意味での被ばくをさす場
合。例「緊急被ばく」「放射線被ばく医療」
「被曝」：原則として「被ばく」に統一するが、固有名詞などの特に「曝」の字の表記を必要とする場合はこの限り
ではない。

また本書名「被曝者医療の国際協力25年の軌跡」においては、第1回目の記念誌である「―放医協10周年記念
誌―被曝者医療の国際協力１０年の軌跡」を踏襲して「曝」の表記をそのままとした。


